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₀．は じ め に

　現代の欧米社会では，男女平等が常識となっていることは言うまでもない。しか
しながら，英語には男性中心的な考え方が根底に残っており，性差別的であるとの
誹りを受けてきた例は枚挙に暇がない。男性中心的な英語に疑義が呈されて以降，
特に人称代名詞は大きな注目を集めてきた。例えば，＇Everybody thinks he can make 

money＇ のような文では ＇Everybody＇ に性差はないが，これを指示する代名詞が ＇he＇
である点が問題視された。これは，英語には性差の区別をしない単数の人称代名詞
がないためである。＇he or she＇ のような形も考案され，形式張った文体では一般的
になっている一方で（Swan §₃₂₈），長いために使用を避ける人もいれば（Longman 

Dictionary of Contemporary English （₂₀₁₄）: s. v. they）（以下 LDCE），繰り返し用いる
と不恰好にもなる（Miller and Swift ₅₃; Crystal ₂₀₁₈: ₃₉₀）。複数形の theyは性差の
問題を解決するが，数の一致という文法規則を破ってしまう。しかし，単数の
theyは過去数世紀に渡って教養ある人たちの話し言葉では一般的であっただけで
なく（Swan §₃₂₈），Fielding, Austen, Dickensなどの著名な作家の作品でも使われ
ていた（寺澤 ₂₀₀₈: ₁₈₄）。
　現代英語では数の一致という文法規範よりも男女平等が重視されるため，they

が優勢になりつつあるようである。Carter & McCarthyによれば，person, some-

one, anyoneのような語では theyの使用が一般的である（§₁₉₈d）。LDCEによれば，
theyは話し言葉では一般的だが，書き言葉でも益々容認されてきている（s. v. they）。
人称代名詞の theyは目立たない機能語に過ぎないが，Merriam Websterが，検索数
が最も多い語に与えられる ＇Word of the Year for ₂₀₁₉＇ は theyであると発表すると，
人称代名詞の初受賞に注目が集まった。検索数は前年度に比べて₃₁₃％増加し，
everyoneのような名詞を受ける指示詞として，ソーシャルメディアや会話だけで
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なく出版物においても確立した用法になったとする（Merriam-Webster）。総称の he

は一般読者向けに書かれた『英語の歴史』（₁₈₃-₈₆）でも詳しく解説され，₂₀₂₀年
に刊行される Dennis Baronによる What’s Your Pronoun?: Beyond He and Sheも総
称の人称代名詞を中心テーマとしているように，英語の性差に関する議論は現在で
も活発である。小論では，現代英語における使用状況を頻度の観点から把握し，性
差別語が中立的な語に移行する過程を観察することによって，性差に関連する語を
取り巻く変化の実態を捉えることを目的とする。

₁．政治的妥当性

　The Oxford Dictionary of New Wordsは political correctness（政治的妥当性）を以
下のように定義している。

Conformity to a body of liberal or radical opinion on social matters, characterized 

by the advocacy of approved views and the rejection of language and behaviour 

considered discriminatory or offensive.（₂₃₉）

　Geoffrey Hughesは上記の定義を authoritativeとする一方で，用語の使用に関す
る問題点を指摘している。つまり，＇conformity＇, ＇approved＇, ＇considered＇ の主体が明
示されていないため，誰に承認された見解に従うのかが不明である（₁₃）。さらに，
＇correctness＇ は同意に基づく基準や慣習に従うことを示すが，「文法的正しさ」の
ように，同意された明確な意味は持っていないという問題点も指摘している（₁₇）。
用語の定義が難しいことに加え，political correctness（以下 PC）が扱う範囲は，
人種，民族性，障碍，病気，精神疾患，ジェンダー，性的志向，外国人嫌い，環境，
動物の権利，麻薬中毒など非常に多岐にわたるため（Hughes ₅₈），厳密な定義を
規定することは難しく，また益するところも多くはないと思われる。したがって，
本稿では PCを，白人を中心とする社会の中で社会的弱者に対する差別的，侮蔑的
表現を避ける配慮及び表現，と定義しておく。
　₁₉₈₀年代には人種，ジェンダー，性的指向，環境保護，身体的・精神的発達の領
域において偏見と見做される表現の根絶に関心を持つ人が増えた（Crystal ₂₀₁₈: 
₁₈₉）。特に，性差別のない表現を使用する動きは₁₉₈₀年代中頃までに勢いを増して
いたため，性差のない語の使用は書き言葉における「流行」となった（Miller & 

Swift ₂）。
　PCが扱う領域は広いため，本稿では取り分け重要な性差別に焦点を絞って考察
を進めたい。まずは，PCに関連してしばしば言及される例として総称のmanを取
り上げよう。人間一般を示す語であれば当然女性を含むが，「男性」の意を持つ
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manの使用は女性を排除しているとして問題視されてきた。The New Oxford American 

Dictionary（₂₀₀₅）によれば，総称用法のmanの使用は，現在では性差別主義的あ
るいは時代遅れとされ，the human raceや humankindが代用語として挙げられて
いる（s. v. man）。これらの代用語は現代のアメリカ英語でどの程度用いられている
のかという点については Corpus of Contemporary American English（以下 COCA）
を用いて調査する。
　COCAは₁₉₉₀年から₂₀₁₇年までを範囲とする ₅億 ₆千万語からなる現代アメリカ
英語の言語資料を指し，話しことば（ニュース），フィクション，大衆雑誌，新聞，
学術誌などの言語媒体から，各年 ₂千万語で構成されるバランスの取れたコーパス
である。例えば，総称的な意味を持つmanの代用語の頻度は the human race（₁,₄₁₅）, 
humankind（₁,₈₁₉）, humans（₂₃,₆₁₅）のようになっている。一方，man-を含む複
合語 mankind（₃,₃₃₆）は比較的高い頻度を示しているため，今なお一般的に用い
られているという印象を与える。しかしながら，Corpus of Historical American 

English（以下 COHA）を利用すれば，類義語の使用状況に関する歴史的推移を辿る
ことが可能となる。COHAは₁₈₁₀年から₂₀₀₉年まで，₁₀年ごとの頻度を示した ₄億
語から成る言語資料である。表 ₁に示すように，過去₂₀₀年のmankindの使用状況
に目を向けると，₁₈₄₀年代を頂点として頻度は徐々に下がり，₁₉₉₀年代には₁₉₈₀年
代から半減している。これは男女平等の考え方が語の使用頻度の推移に色濃く反映
されていることを物語っている。

表 ₁　mankind（₁₂,₁₅₀）の年代別頻度（上段：年代，下段：頻度）
₁₈₁₀ ₁₈₂₀ ₁₈₃₀ ₁₈₄₀ ₁₈₅₀ ₁₈₆₀ ₁₈₇₀ ₁₈₈₀ ₁₈₉₀ ₁₉₀₀

₁₉₄ ₄₉₁ ₇₉₇ ₁₂₂₄ ₉₉₈ ₉₃₁ ₇₆₃ ₇₇₂ ₆₁₇ ₅₈₆

₁₉₁₀ ₁₉₂₀ ₁₉₃₀ ₁₉₄₀ ₁₉₅₀ ₁₉₆₀ ₁₉₇₀ ₁₉₈₀ ₁₉₉₀ ₂₀₀₀

₇₀₁ ₇₀₃ ₅₃₇ ₅₁₅ ₅₁₅ ₄₃₃ ₄₉₀ ₄₆₅ ₂₁₅ ₂₀₃

　一方，性差のない人間一般の意味を持つ語の使用状況は以下の通りである。

表 ₂　the human race（₂,₇₁₆）の年代別頻度
₁₈₁₀ ₁₈₂₀ ₁₈₃₀ ₁₈₄₀ ₁₈₅₀ ₁₈₆₀ ₁₈₇₀ ₁₈₈₀ ₁₈₉₀ ₁₉₀₀

₁₅ ₅₀ ₁₇₆ ₂₂₆ ₁₅₈ ₂₀₈ ₂₁₀ ₂₀₃ ₁₅₈ ₁₃₉

₁₉₁₀ ₁₉₂₀ ₁₉₃₀ ₁₉₄₀ ₁₉₅₀ ₁₉₆₀ ₁₉₇₀ ₁₉₈₀ ₁₉₉₀ ₂₀₀₀

₁₁₁ ₁₃₂ ₁₃₇ ₁₆₂ ₁₂₂ ₁₂₈ ₁₀₄ ₁₀₁ ₁₀₁ ₇₅
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表 ₃　humankind（₄₈₄）の年代別頻度
₁₈₁₀ ₁₈₂₀ ₁₈₃₀ ₁₈₄₀ ₁₈₅₀ ₁₈₆₀ ₁₈₇₀ ₁₈₈₀ ₁₈₉₀ ₁₉₀₀

₅ ₄ ₁ ₁ ₆ ₇ ₇ ₈ ₂₁

₁₉₁₀ ₁₉₂₀ ₁₉₃₀ ₁₉₄₀ ₁₉₅₀ ₁₉₆₀ ₁₉₇₀ ₁₉₈₀ ₁₉₉₀ ₂₀₀₀

₂₆ ₁₄ ₁₅ ₁₂ ₁₁ ₁₅ ₂₆ ₆₈ ₁₀₉ ₁₂₈

表 ₄　human beings（₆,₁₅₃）の年代別頻度
₁₈₁₀ ₁₈₂₀ ₁₈₃₀ ₁₈₄₀ ₁₈₅₀ ₁₈₆₀ ₁₈₇₀ ₁₈₈₀ ₁₈₉₀ ₁₉₀₀

₃ ₉₈ ₁₃₅ ₁₇₁ ₂₁₉ ₂₅₄ ₂₂₉ ₂₀₄ ₂₂₉ ₂₅₁

₁₉₁₀ ₁₉₂₀ ₁₉₃₀ ₁₉₄₀ ₁₉₅₀ ₁₉₆₀ ₁₉₇₀ ₁₉₈₀ ₁₉₉₀ ₂₀₀₀

₃₃₈ ₄₆₅ ₄₁₉ ₄₆₇ ₄₃₃ ₄₂₇ ₄₄₁ ₄₆₉ ₅₀₆ ₃₉₅

表 ₅　humans（₄,₂₁₇）の年代別頻度
₁₈₁₀ ₁₈₂₀ ₁₈₃₀ ₁₈₄₀ ₁₈₅₀ ₁₈₆₀ ₁₈₇₀ ₁₈₈₀ ₁₈₉₀ ₁₉₀₀

₃ ₁ ₁ ₅ ₃ ₁ ₆ ₂₅

₁₉₁₀ ₁₉₂₀ ₁₉₃₀ ₁₉₄₀ ₁₉₅₀ ₁₉₆₀ ₁₉₇₀ ₁₉₈₀ ₁₉₉₀ ₂₀₀₀

₄₃ ₁₀₉ ₁₀₁ ₈₅ ₁₉₉ ₂₂₁ ₃₇₁ ₆₂₈ ₁,₂₀₀ ₁,₂₂₅

表 ₆　people（₃₆₇,₀₉₃）の年代別頻度
₁₈₁₀ ₁₈₂₀ ₁₈₃₀ ₁₈₄₀ ₁₈₅₀ ₁₈₆₀ ₁₈₇₀ ₁₈₈₀ ₁₈₉₀ ₁₉₀₀

₉₂₀ ₄,₂₄₉ ₉,₁₈₁ ₁₁,₅₈₅ ₁₁,₉₈₁ ₁₃,₈₅₈ ₁₃,₇₈₅ ₁₆,₉₇₄ ₁₇,₇₈₅ ₁₆,₃₂₈

₁₉₁₀ ₁₉₂₀ ₁₉₃₀ ₁₉₄₀ ₁₉₅₀ ₁₉₆₀ ₁₉₇₀ ₁₉₈₀ ₁₉₉₀ ₂₀₀₀

₁₆,₅₁₈ ₁₈,₃₀₅ ₂₀,₂₇₉ ₂₂,₄₆₅ ₂₂,₃₅₂ ₂₃,₅₈₂ ₂₇,₁₁₂ ₃₀,₂₀₄ ₃₄,₆₁₀ ₃₅,₀₂₀

　年代別に見ると，humansの頻度が₂₀世紀終盤から上昇しているのに対し，humankind

は増加傾向を見せてはいるものの，頻度が非常に低いため日常的に使われていると
は言えない。human raceと human beingsは中立的な語であるにもかかわらず，₂₁
世紀前後には頻度が減少している。これは同じ意味の場に属する語が複数存在する
中，頻繁に使われる語が一部の語に収斂している過程を示しているのではないかと
思われる。例えば，human raceは性差のない語であるが，raceは人種差別を想起
させる語であるため使用頻度が低下した可能性がある。この点に関して，『ジーニ
アス英和大辞典』（₂₀₀₁）は「人種にまつわる問題を避けるため，近年はこの語を
使わず，people(s), communityなどの語で代用する傾向がある」と説明している
（s. v. race₂）。類義語の使用が一部の語に限定されるもう一つの要因として，簡潔さ
が挙げられる。humansは human raceや human beingsと比較すると，一語である
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ため語の長さが短く，従って使用に際して効率的である。peopleのデータは「人間」
以外の意味を含む例があるため断言はできないが，簡潔さ及び日常語である点を考
慮すれば，性差のない語として今後，使用が増えると考えられる。
　総称用法のmanの他に，語中にmanを含む語も差別的だとして批判の対象とさ
れてきた。接頭辞に man-を含む manpowerは労働力として使用されてきたが，女
性が社会に進出し従来は男性が占めていた地位に就くと，その社会状況の変化が言
葉の平等化を求める契機となった（Miller & Swift ₂）。COCAによれば，男性中心
的な manpower が ₁,₅₃₅ 例あるのに対し，staff（₇₅,₈₂₀）, personnel（₁₉,₀₁₄）, 
workforce（₅,₆₉₂）, human resource（₂,₈₃₇）のように性差のない語の頻度は極め
て高く，現代英語では一般的であるといえる。過去₂₀₀年の推移は以下の通りである。
複数形がある場合は単複を合わせた数を示す（以下同じ）。

表 ₇　manpower（₁,₆₅₁）の年代別頻度（₁₉₀₀年以前の例はない）
₁₉₁₀ ₁₉₂₀ ₁₉₃₀ ₁₉₄₀ ₁₉₅₀ ₁₉₆₀ ₁₉₇₀ ₁₉₈₀ ₁₉₉₀ ₂₀₀₀

₈ ₄₄ ₁₃ ₅₅₉ ₂₉₆ ₃₂₆ ₂₃₁ ₁₁₇ ₄₇ ₄₅

表 ₈　workforce（₃₃₁）の年代別頻度
₁₈₁₀ ₁₈₂₀ ₁₈₃₀ ₁₈₄₀ ₁₈₅₀ ₁₈₆₀ ₁₈₇₀ ₁₈₈₀ ₁₈₉₀ ₁₉₀₀

₁

₁₉₁₀ ₁₉₂₀ ₁₉₃₀ ₁₉₄₀ ₁₉₅₀ ₁₉₆₀ ₁₉₇₀ ₁₉₈₀ ₁₉₉₀ ₂₀₀₀

₃ ₁₃ ₁₁₆ ₁₉₈

表 ₉　human resource（₄₀₇）の年代別頻度
₁₈₁₀ ₁₈₂₀ ₁₈₃₀ ₁₈₄₀ ₁₈₅₀ ₁₈₆₀ ₁₈₇₀ ₁₈₈₀ ₁₈₉₀ ₁₉₀₀

₁ ₁ ₂ ₁ ₁

₁₉₁₀ ₁₉₂₀ ₁₉₃₀ ₁₉₄₀ ₁₉₅₀ ₁₉₆₀ ₁₉₇₀ ₁₉₈₀ ₁₉₉₀ ₂₀₀₀

₃ ₂ ₁₁ ₈ ₇ ₅₀ ₅₇ ₄₆ ₁₃₀ ₈₇

表₁₀　personnel（₆,₅₄₂）の年代別頻度
₁₈₁₀ ₁₈₂₀ ₁₈₃₀ ₁₈₄₀ ₁₈₅₀ ₁₈₆₀ ₁₈₇₀ ₁₈₈₀ ₁₈₉₀ ₁₉₀₀

₁ ₄ ₁ ₅ ₁₀ ₁₈ ₂₉ ₅₀ ₈₂

₁₉₁₀ ₁₉₂₀ ₁₉₃₀ ₁₉₄₀ ₁₉₅₀ ₁₉₆₀ ₁₉₇₀ ₁₉₈₀ ₁₉₉₀ ₂₀₀₀

₁₂₉ ₃₀₇ ₅₁₆ ₈₃₃ ₇₈₄ ₈₈₈ ₈₄₈ ₇₉₂ ₆₄₀ ₆₀₅
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表₁₁　staff（₂₅,₆₂₉）の年代別頻度
₁₈₁₀ ₁₈₂₀ ₁₈₃₀ ₁₈₄₀ ₁₈₅₀ ₁₈₆₀ ₁₈₇₀ ₁₈₈₀ ₁₈₉₀ ₁₉₀₀

₁₆ ₅₂ ₁₉₁ ₂₈₃ ₂₅₃ ₄₂₆ ₃₇₄ ₄₀₆ ₆₇₄ ₄₈₃

₁₉₁₀ ₁₉₂₀ ₁₉₃₀ ₁₉₄₀ ₁₉₅₀ ₁₉₆₀ ₁₉₇₀ ₁₉₈₀ ₁₉₉₀ ₂₀₀₀

₁,₀₂₅ ₉₃₀ ₁,₂₅₁ ₂,₁₂₈ ₂,₃₈₈ ₂,₃₂₅ ₂,₉₇₀ ₃,₄₄₆ ₂,₆₅₈ ₃,₃₄₉

　manpowerは第二次世界大戦に重なる₁₉₄₀年代をピークとして，₈₀年代以降急激
に減少する一方，この現象を補うかのように workforceと human resourceが頻度
は低いものの増加している。しかしながらこれらの語は，₂₀世紀中頃に増加した
personnelを含め頻度が高い staffに押されたためか，頻度は低いままか又は減少し
ている。日常語である staffの頻度の高さは，一音節という簡素さと相俟って今後
も続くのではないだろうか。
　接尾辞に -manを伴う語も一般に知られた例であるが，COCAによると，語によっ
ては性差別語と PC語の割合に違いがみられる（表₁₂）。

表₁₂　接尾辞 -man

性差別語 PC語

repairman（₄₉₆） repairer （₄₅）

freshman（₁₂,₃₃₆） first-year student （₇₀）

spokesman（₁₈,₃₅₄） spokesperson （₂,₈₆₀）, spokeswoman （₆,₂₄₆）

congressman（₁₈,₃₈₂） congressperson （₁₀₃）, congresswoman （₂,₃₅₇）

statesman（₂,₂₁₁） statesperson （₈）, stateswoman （₁₈）

chairman（₃₇,₇₁₅） chairperson （₆₇₁）, chairwoman （₁,₁₄₂）

fireman（₂,₂₅₉） firefighter （₆,₉₇₃）, firewoman （₃）

policeman（₆,₈₀₄） police officer （₁₅,₂₉₄）, police woman （₂₅）

　fireman/fireperson, policeman/police officerのように PC語が優勢な例がある一
方で，多くは男性形が圧倒的に優位である。これは政治家や議長など社会の上層部
に属する女性の数が依然として少ないことと比例しているように思われる。表₁₃か
ら表₁₈は，firemanと policemanの PC語を含めた過去₂₀₀年の頻度の推移を示す
（COHA）。
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表₁₃　fireman（₁,₂₃₀）の年代別頻度
₁₈₁₀ ₁₈₂₀ ₁₈₃₀ ₁₈₄₀ ₁₈₅₀ ₁₈₆₀ ₁₈₇₀ ₁₈₈₀ ₁₈₉₀ ₁₉₀₀

₂₈ ₈₅ ₉₁ ₇₅ ₁₀₅ ₉₆ ₂₄₆ ₃₅₃

₁₉₁₀ ₁₉₂₀ ₁₉₃₀ ₁₉₄₀ ₁₉₅₀ ₁₉₆₀ ₁₉₇₀ ₁₉₈₀ ₁₉₉₀ ₂₀₀₀

₂₃₀ ₃₄₃ ₂₇₅ ₃₃₅ ₃₁₅ ₃₆₆ ₂₈₇ ₁₅₅ ₁₂₂ ₁₇₈

表₁₄　firefighter（₆₅₁）の年代別頻度
₁₈₁₀ ₁₈₂₀ ₁₈₃₀ ₁₈₄₀ ₁₈₅₀ ₁₈₆₀ ₁₈₇₀ ₁₈₈₀ ₁₈₉₀ ₁₉₀₀

₁

₁₉₁₀ ₁₉₂₀ ₁₉₃₀ ₁₉₄₀ ₁₉₅₀ ₁₉₆₀ ₁₉₇₀ ₁₉₈₀ ₁₉₉₀ ₂₀₀₀

₃ ₂ ₃₉ ₈ ₈ ₃₆ ₉₇ ₇₆ ₃₀₂

表₁₅　firewoman （₂）の年代別頻度
₁₉₁₀ ₁₉₂₀ ₁₉₃₀ ₁₉₄₀ ₁₉₅₀ ₁₉₆₀ ₁₉₇₀ ₁₉₈₀ ₁₉₉₀ ₂₀₀₀

₁ ₁

表₁₆　policeman（₁₂,₆₆₆）の年代別頻度
₁₈₁₀ ₁₈₂₀ ₁₈₃₀ ₁₈₄₀ ₁₈₅₀ ₁₈₆₀ ₁₈₇₀ ₁₈₈₀ ₁₈₉₀ ₁₉₀₀

₃ ₁ ₃₂ ₁₂₈ ₁₄₀ ₂₉₁ ₃₈₇ ₆₉₈ ₉₅₂

₁₉₁₀ ₁₉₂₀ ₁₉₃₀ ₁₉₄₀ ₁₉₅₀ ₁₉₆₀ ₁₉₇₀ ₁₉₈₀ ₁₉₉₀ ₂₀₀₀

₇₉₃ ₁,₄₂₁ ₁,₃₀₂ ₉₉₀ ₁,₀₇₅ ₁,₃₈₂ ₁,₄₈₅ ₆₂₄ ₄₈₈ ₄₆₄

表₁₇　policewoman（₂₃₈）の年代別頻度
₁₉₁₀ ₁₉₂₀ ₁₉₃₀ ₁₉₄₀ ₁₉₅₀ ₁₉₆₀ ₁₉₇₀ ₁₉₈₀ ₁₉₉₀ ₂₀₀₀

₁₁ ₁₇ ₁₀ ₂₈ ₃₉ ₈₁ ₁₉ ₁₀ ₂₃

表₁₈　police officer（₁,₉₄₈）の年代別頻度
₁₈₁₀ ₁₈₂₀ ₁₈₃₀ ₁₈₄₀ ₁₈₅₀ ₁₈₆₀ ₁₈₇₀ ₁₈₈₀ ₁₈₉₀ ₁₉₀₀

₁₅ ₅ ₆ ₇₆ ₂₁ ₉ ₂₄ ₁₇ ₂₆ ₅₁

₁₉₁₀ ₁₉₂₀ ₁₉₃₀ ₁₉₄₀ ₁₉₅₀ ₁₉₆₀ ₁₉₇₀ ₁₉₈₀ ₁₉₉₀ ₂₀₀₀

₃₅ ₅₅ ₉₄ ₅₂ ₇₇ ₁₅₂ ₂₁₀ ₂₆₈ ₃₁₂ ₄₃₃

　表から明らかなように，firemanと policemanの頻度が₁₉₈₀年代から急激に減少
する一方で，firefighterと police officerが急増している。ところが女性形の police-

womanは増加せず，firewomanに至っては僅か ₂例である。Miller & Swiftによれば，
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-womanを含む複合語は現代英語では避けられる傾向があり，その理由として次の
ように述べている。

Perhaps chairwoman sounds less important and spokeswoman less authoritative 

than their masculine-gender counterparts. This could explain why some women 

who achieve positions of leadership still call themselves ＇chairmen＇, a term 

already invested with prestige and power by generations of male incumbents.

（₃₃-₃₄）

　つまり，chairwomanには chairmanほどの威厳がないため，女性議長の中には
男性の威信と権力を纏った chairmanを使う人がいるという見立てである。この見解
は，chairman（₃₇,₇₁₅）の高い頻度とは対照的に，chairwoman（₁,₁₄₂）, chairperson

（₆₇₁）の頻度の低さにも裏付けられる。さらに，年代別の頻度（COHA）を見ても
chairwomanや chairpersonが積極的に使われている様子は窺えない（表₁₉～表₂₁）。
 

表₁₉　chairman（₂₄,₆₄₂）の年代別頻度
₁₈₁₀ ₁₈₂₀ ₁₈₃₀ ₁₈₄₀ ₁₈₅₀ ₁₈₆₀ ₁₈₇₀ ₁₈₈₀ ₁₈₉₀ ₁₉₀₀

₁ ₅₁ ₁₃₅ ₂₇₇ ₁₃₉ ₂₁₂ ₃₂₉ ₄₀₉ ₆₂₃ ₈₁₄

₁₉₁₀ ₁₉₂₀ ₁₉₃₀ ₁₉₄₀ ₁₉₅₀ ₁₉₆₀ ₁₉₇₀ ₁₉₈₀ ₁₉₉₀ ₂₀₀₀

₇₆₂ ₂,₀₇₇ ₃,₁₃₁ ₂,₂₅₄ ₂,₉₃₂ ₂,₈₉₆ ₂,₆₅₈ ₂,₅₅₇ ₁,₅₀₂ ₁,₃₇₉

表₂₀　chairwoman（₁₁₈）の年代別頻度
₁₈₁₀ ₁₈₂₀ ₁₈₃₀ ₁₈₄₀ ₁₈₅₀ ₁₈₆₀ ₁₈₇₀ ₁₈₈₀ ₁₈₉₀ ₁₉₀₀

₁ ₁ ₁ ₄

₁₉₁₀ ₁₉₂₀ ₁₉₃₀ ₁₉₄₀ ₁₉₅₀ ₁₉₆₀ ₁₉₇₀ ₁₉₈₀ ₁₉₉₀ ₂₀₀₀

₁ ₃ ₃ ₁₁ ₁₂ ₄₁ ₄₀

表₂₁　chairperson（₈₉）の年代別頻度
₁₉₁₀ ₁₉₂₀ ₁₉₃₀ ₁₉₄₀ ₁₉₅₀ ₁₉₆₀ ₁₉₇₀ ₁₉₈₀ ₁₉₉₀ ₂₀₀₀

₄ ₁₃ ₅₄ ₁₈

　chairmanの使用は近年減少してきているものの，chairwoman, chairpersonの頻度
の低さは，二つの PC語が chairmanほどの威厳を持たないというMiller and Swift

の見解を裏付けていると言えそうである。表₂₂～表₂₄が示す通り，社会的に高い地
位とされる congressman及びその PC語についても同じような傾向が見られる。
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₁₉₉₀年以降，congressmanの頻度の減少傾向に歯止めが掛かる一方で，congress-

womanの頻度が伸び悩んでいるのは，男性形が社会的な威信を保っているためで
あると見てよいだろう。

表₂₂　congressman（₆,₀₉₁）の年代別頻度
₁₈₁₀ ₁₈₂₀ ₁₈₃₀ ₁₈₄₀ ₁₈₅₀ ₁₈₆₀ ₁₈₇₀ ₁₈₈₀ ₁₈₉₀ ₁₉₀₀

₁ ₁₆ ₁₀ ₁₂ ₄₉ ₂₆₁ ₂₃₃ ₁₇₃ ₂₃₆

₁₉₁₀ ₁₉₂₀ ₁₉₃₀ ₁₉₄₀ ₁₉₅₀ ₁₉₆₀ ₁₉₇₀ ₁₉₈₀ ₁₉₉₀ ₂₀₀₀

₂₃₇ ₃₉₁ ₃₇₆ ₅₀₉ ₅₇₀ ₇₉₂ ₈₁₁ ₆₇₁ ₃₇₅ ₃₈₈

表₂₃　congresswoman（₁₄₈）の年代別頻度
₁₈₁₀ ₁₈₂₀ ₁₈₃₀ ₁₈₄₀ ₁₈₅₀ ₁₈₆₀ ₁₈₇₀ ₁₈₈₀ ₁₈₉₀ ₁₉₀₀

₁

₁₉₁₀ ₁₉₂₀ ₁₉₃₀ ₁₉₄₀ ₁₉₅₀ ₁₉₆₀ ₁₉₇₀ ₁₉₈₀ ₁₉₉₀ ₂₀₀₀

₁ ₅ ₈ ₁₀ ₁₁ ₅ ₁ ₂₅ ₃₇ ₂₄

表₂₄　congressperson（₁₂）の年代別頻度
₁₉₁₀ ₁₉₂₀ ₁₉₃₀ ₁₉₄₀ ₁₉₅₀ ₁₉₆₀ ₁₉₇₀ ₁₉₈₀ ₁₉₉₀ ₂₀₀₀

₇ ₄ ₁

　これまで PCに関連する語の頻度と歴史的変遷を観察することによって一定の
傾向を見出すことができた。第一に，manを含む複合語（manpower, fireman, 

congressman, policeman）の頻度は軒並み低下している。これは男女平等という
社会的な圧力が影響を与えた結果だと思われる。第二に，womanを含む複合語
（firewoman, policewoman, chairwoman, congresswoman）は女性に配慮した形では
あるが，頻度は極めて低い。これは男性中心の社会における女性の相対的な地位の
低さに起因すると思われる。この地位の違いが PC語に投影され，女性自身も PC

語の使用を控えるようになり，中には男性形に威信を感じる人も出てきたと考えられる。
第三に，性差を含まない中立的な語（humans, personnel, staff, police officer）の使
用が増えている。womanを含む語とは異なり，女性に対する社会的な評価とは無
縁であることが抵抗感なく使える要因になっていると思われる。四つ目の特徴として，
humansや staffのように音節数が少ない語が好まれるようである。humankind, 

human beings, human resourceなどは中立的な語ではあるが，音節が長いために積
極的な使用が避けられているのではないかと思われる。また，-personを含む語の
使用が意外なほどに少ないが，この点について『ランダムハウス大辞典』（₁₉₉₄）は，
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-personの造語は報道機関において -manの代用語として徐々に使われるようになっ
たという一方で，不便であるとか不必要であるという意見も併記している（s. v. 

-person）。他に代用語がある中，音節数が長いこともあって存在意義に乏しいので
あろう。

₂．英語に内在する偏見

　上述した chairman/chairwomanや actor/actressなどは性差が語に明示されてい
ることもあり，研究者のみならず日本の英語教育界でもよく知られている。その一
方，一見しただけでは性差あるいは性差別とは無関係に見える例もある。本節では，
日本ではあまり話題に上ることのない，語の背後に潜む性差を扱ってみたい。
　Miller and Swift は ＇Any politician would have trouble running against a woman＇ の
一文を挙げ，性差のない ＇politician＇ は男性であるという前提で使用される傾向があ
ると指摘している。同じように，隣人夫婦に言及する際，男性に対し ＇neighbour＇
が使われるのに対し，彼の妻には identityとして ＇neighbour＇ ではなく，＇neighbour＇s 

wife＇ が充てられている例を挙げている （₄）。Talboltも doctor, driver, writerのよう
な性差のない名詞は男性と想定される傾向があると指摘している（₂₂₅）。この傾向
は人に限ったことではなく，動物にも当てはまるようである。Miller & Swiftは
shrike（モズ）と dolphinに heと hisが使われている広告を取り上げている。

＇Shrike: He often hunts when he isn＇t hungry--but he doesn＇t waste the extra food...’
＇Dolphin: Probably the most intelligent mammal after man, this friendly and talk-

ative creature has a built-in sonar system of his own.’（₅₈）

　このような男性中心的なものの見方は，男女に関わる語に浸透しているようであ
る。womanとmanには性差を除いて意味の違いはないように見えるが，前置され
る形容詞によって異なる含意が生じることがある。Miller & Swiftによれば，形容
詞が付加された working womanは女性を家庭の役割という観点から定義し，女性
は仕事を持たないことを前提としている。working wifeや working motherについ
ても同様である。対照的に working husbandは稀である（₉₉）。現代英語における
頻度は表₂₅の通りである（COCA）。

表₂₅　形容詞を含む対照語の頻度
working woman （₈₄₇） working man （₅₆₈）
working mother （₆₃₃） working father （₄₈）
working wife （₅₅） working husband （₆）
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　working manの頻度は高いが，このうち working man and womanのようにペア
になった₁₆₆例（複数形を含む）を差し引くと，₄₀₂例となり working womanの半
数以下になる。一方，working women and men（単数形なし）は ₃ 例のみである。
この頻度の違いには，女性が社会進出した現代においても仕事を持っているのは男
性であるという考え方が反映されていることを示唆している。
　womanは単独では悪いニュアンスはなく，逆に ＇independence, competence and 

seriousness of purpose as well as sexual maturity＇（Miller and Swift ₉₄-₉₅）を含意す
るが，manと比較すると共起する形容詞に違いがみられる。COCAを使って形容
詞＋womanと形容詞＋manの連語の頻度を調査すると，womanと共起する語は，
女性の identityが男性との婚姻関係で規定される傾向が強いことがわかる。woman

と共起する形容詞のうち，婚姻に関わるのは married（₁,₁₆₀）, single（₁,₁₄₆）, 
unmarried（₃₀₄）, divorced（₁₃₇）であるが，manの場合は married（₁,₀₀₁）, single

（₅₆₇）, unmarried （₇₀）, divorced （₅₁） と頻度が低い。形容詞＋manの総語数 （₁₃₀,₈₈₁）
が形容詞＋womanの総語数（₈₇,₀₁₅）の₁.₅倍程度ある点を考慮すると，married

を除けば womanが上記の形容詞と共起する割合はmanよりも遥かに高い。特筆す
べきは，manは unmarried と divorcedとの共起数が womanと比べて少ないという
事実である。manは単数で扱われるときは，親の庇護下にあることや未熟さ或は
妻と関連づけられることなく，一人の自立した個人として捉えられるのではないか
と思われる。Oxford Collocations Dictionary for Students of English （₂₀₀₂） （以下 OCD）
でも同じような傾向が見られる。manには婚姻関係について singleと marriedの
二語しか例示されていないが，womanの修飾語はこの二語に加え，childless, divorced, 

motherly, unmarried, unattached, widowedなど多様である（s. v. woman）。これは
womanが夫との関係に依存し，自立した個人として認められていないという考え
方が反映された傍証だと考えられる。
　womanと同じように，ladyも単独で使用されるときは肯定的なニュアンスを持つ。
Miller & Swift は，lady は ＇a certain standard of propriety, correct behaviour or ele-

gance＇（₈₉）を想起させると述べている。しかしながら，肩書きとして用いられる
と低く評価されるため，cleaning ladyは cleaning womanよりも見下された印象を
与える。また，lady doctorのように形容詞として用いられると真剣に受け取られ
ない傾向がある（Miller & Swift ₉₀-₉₁）。ladyに対する評価の低さは現代英語での
頻度の低さが示している。COCA では woman doctor が₈₉例あるのに対し，lady 

doctor は₂₀例に過ぎない。同じように，saleswoman ₄₄₃例に対し，saleslady は₈₄
例と圧倒的に少ない。salesladyには ＇prostitute＇ の意味もあるが，この意味は lady

が帯びている否定的な評価を示す一つの指標と言えるだろう。
　ladyに対する否定的評価は，共起する形容詞を gentlemanの場合と比較すると
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明らかである。表₂₆は頻度数が高い連語を上位から ₅例示したものである（COCA）。

表₂₆　形容詞＋ lady/gentleman

lady （₁₁,₃₄₄） old （₂,₈₂₄）, young （₂,₈₀₃）, fat （₂₉₁）, little （₂₈₂）, fair （₂₅₅）

gentleman （₁,₉₈₆） old （₁₈₀）, young （₁₂₅）, elderly （₁₁₃）, older （₁₁₁）, southern （₉₇）

　年齢に関する語の多さは両者に共通するが，ladyには否定的な含意を持つ fatの
使用が顕著である。gentlemanも fatと共起するが ₄ 例しかない。poorも両者に共
通するが，poor lady ₅₉例に対し poor gentlemanは ₆ 例である。さらに女性にとっ
て否定的なニュアンスを持つ bearded（₆₅）や crazy（₄₈）は ladyとのみ共起する。
このような偏向は OCDにも見られる。gentlemanは perfect, real, trueのような紳
士の理想を表す評価語しか例示していないが，ladyは attractiveや charmingなど
プラスの評価語の他に，高齢（elderly, middle-aged, old）や職業（cleaning, dinner, 

tea）との共起例を挙げている。辞書は模範とされるだけに，このような言葉の偏
向は男女間の社会的な不公平を図らずも維持・強化することになる（Holmes & 

Wilson ₃₄₇）。
　上述したような男女に纏わる差別的な表現に関連してMiller & Swiftは興味深い
指摘をしている。manlyやmasculineは勇敢さや気骨など，多くの人が望むような
人間の性質を含意する。しかし，womanlyや feminineは優しさや受容力のような
前向きな意味を持つ一方で，弱さ，癇癪，臆病，移り気など，あまり好ましくない
性質を併せ持っている，つまり，女性は人間の欠点を負わされているというのであ
る（₈₄-₈₅）。例えば，womanと結びつく語の中には，old womanのように「些細
なことにこだわり過ぎる男性」という軽蔑的な意味を担わされた句もあるが，old 

manには同様の意味はない。同じように，feminineと語源を同じくする effeminate

は男性に対する軽蔑的な意味「男らしくない，女々しい」を負わされているが，こ
れに相当する男性形 emasculateは女性を軽蔑する意味は担わされていない。いず
れも男性中心の観点が反映された例だと言えよう。
　女性形が否定的含意をもつ傾向は男性形と対比すると一層明瞭になる（表₂₇）。
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表₂₇　男女の paired words（定義は『ジーニアス英和大辞典』に拠る）
King Queen

国王，大御所，神 女王，王妃，花形，ホモ

Lord Lady

君主，貴族，神，有力者 ご婦人，淑女，聖母マリア，トイレ，コカイン

Sir Madam

あなたさま，卿 奥様，売春宿のおかみ，生意気な小娘

Master Mistress

主人，精通した人 女主人，大家，情婦

Bachelor Spinster

独身の男子，学士 （婚期を過ぎた）独身女性，紡ぎ女

　女性形の例はすべて芳しくない意味を一部に持っている。加えて，master bed-

room, masterclass, mastermind, master of ceremonies, masterpiece, master＇s degree

など，男性形はプラス評価を持つ句や複合語として使用範囲が広い。Holmes & 

Wilson（₃₅₀, ₃₅₅-₅₆）は，master planや master keyのような句には男性優位の考
え方が潜んでいるとし，main planや pass keyなどの代用語を推奨しているが，COCA

によると現代英語での頻度は低い（master plan（₈₆₁）/main plan （₄）; master key

（₆₆）/pass key（₁₇））。bachelorも同様に，bachelor party, bachelor＇s degree, Bachelor 

of Arts, Bachelor of Scienceなどでも使用されている。さらに，bachelorと spinster

では前置される形容詞に顕著な違いが認められる。表₂₈は各語に前置される形容詞
のうち，頻度数が最も高いものから ₅つ挙げている（COCA）。

表₂₈　形容詞＋ bachelor/spinster

bachelor（₇₄₃） eligible （₁₆₉）, old （₅₆）, confirmed （₂₈）, lifelong （₂₆）, four-year （₁₅）

spinster（₁₂₉） old （₁₉）, lonely （₆）, elderly （₅）, wealthy （₅）, middle-aged （₄）

　bachelorは eligible（結婚適齢期の）や confirmed（独身主義の）のようなプラ
スの意味をもつ形容詞と結びついている。COCAによると lifelongも learning（₄₈₇）, 
friend(s) （₂₈₂）, dream（₁₇₆）など，プラスの価値をもつ語との連語が多いため，
前向きな姿勢を含意する。それに対し，spinsterは否定的な意味をもつ語との結合
が多い。同じ未婚であっても spinsterは結婚適齢期を過ぎた ＇older woman＇ を指す
が（Oxford Dictionary of English），この定義も結婚をしない女性に対する男性の偏
見を反映したものであろう。婉曲語としての新語 bachelorette（₅₃₁）は，現代英
語では spinster（₃₅₇）よりも頻度は高いが，男性形から派生した語であるため，
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-essを含む語と同じように，今後は，基準である男性形から逸れた非標準というニュ
アンスを帯びて使用が控えられるようになる可能性を孕んでいる。形容詞＋bache-

loretteの連語を COCAで調べると，₄₅例中，頻度が最も高い形容詞には否定的な
意味はないが（new（₁₁）, black（₆）, blonde（₅）, confirmed（₂）），bawdy, shitty, 

volatileなど侮蔑的な意味を持つ語が一例ずつではあるが使われている。この三語
と共起する例が bachelorにはないことに加え，形容詞との共起例が少数であるに
もかかわらず女性を見下すような語が既に bacheloretteに付されている事実は，根
強く残る差別意識が容易に新語に忍び込む様を映し出している点で注目に値する。
　女性に関連する語が否定的な意味を帯びる傾向はメタファーにも及ぶ。Holmes 

& Wilson（₃₄₇）は，女性を侮辱するメタファーは男性のそれよりも遥かに多いと
指摘し，bitchや cowなどの動物の喩えや性的対象のイメージが強い honeyや tart

などの食べ物の喩えを例示している。寺澤（₂₀₁₆: ₁₄₇-₅₆）は，否定的なニュアン
スを持つ喩えとして動物と食べ物の他に，鳥，魚，植物，もの等の例を挙げて詳述
している。
　侮辱的な表現が女性に偏っている傾向は現代英語に特有な現象ではなく，少なく
とも古英語期に遡る。Crystalは The Historical Thesaurus of the Oxford English Dic-

tionaryを使って「娼婦」の意味を持つ語の歴史的変遷を辿っている。それによると，
男娼を表す語が₁₀例あるのに対し娼婦は₁₇₀例である。Crystal（₂₀₁₄: Ch. ₁₀）はそ
のうち一般的な名詞₁₂₄語を取り上げて説明を加えている。表₂₉は「娼婦」の語の
うち，woman, lady, girlなど「女性」を含む語を例示している。

表₂₉　「娼婦」の意味を持つ語（括弧内の数字は初出年，†は廃語を示す）
woman brothel woman （c.₁₃₈₆）, common woman （₁₃₆₂）, public woman （c.₁₅₀₀）, †strange 

woman （₁₅₃₅）, †town-woman （₁₆₇₅）, †queen＇s woman（₁₈₇₁）

lady lady of pleasure（₁₅₅₀）

girl girl （₁₆₆₂）, street girl （₁₇₆₄）, girl of the pavement （₁₉₀₀）, yum-yum girl （₁₉₆₀）, 
working girl （₁₉₆₈）, parlor girl （₁₉₇₉）

その他 nymph （₁₅₆₃）, †mermaid （₁₅₉₅）, †miss （₁₆₀₆）, aunt （₁₆₆₃）, †marmalade-madam 
（₁₆₇₄）, †market-dame （₁₇₀₆）, †kennel nymph （₁₇₇₁）, pavement princess （₁₉₇₆）

　　Crystalを基に作成

　このように長年にわたって続く女性に対する否定的な態度，すなわち男性中心的
な考え方は，男性と女性に関わる語がペアとして使われるときの語順にも色濃く残っ
ている。表₃₀が示すように（COCA），一般的に男性が先頭に立つ。この「男女」
の語順は，重要な要素が先頭に立つという原則に従っていると思われる。
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表₃₀　男女に関わる paired words

man and woman（₁₆,₁₉₈） woman and man（₁,₈₅₀）

husband and wife（₁,₅₉₁） wife and husband（₆₄）

boy and girl（₃,₂₀₉） girl and boy（₆₈₅）

brother and sister（₃,₁₈₅） sister and brother（₄₄₃）

　重要な要素が先行する原則は男女の paired wordsに限らず，例えば father and son

や mother and daughterにも当てはまる。現代英語における頻度を見れば一目瞭然
である。

表₃₁　親子に関わる paired words

father and son（₁,₂₈₆） son and father（₂₉）

mother and daughter（₁,₀₀₆） daughter and mother（₂₅）

　これに対し，ladies and gentlemenは男性が先行するという原則に反するように
も見える。しかしながら，詳細に見ると男性優位の考え方に則っている。ladyは元
来，「君主」である lordに対応する語であった（Oxford English Dictionary, s. v. lady, 

₄）（以下 OED）。一方，gentlemanは「生まれが良い者」を原義とするが，貴族に
は属さなかった（OED, s. v. gentleman, ₁）。つまり，ladyは上流階級に，gentleman

は中流階級に属するため，両者を併記するときは身分が高い ladyを優先するのが
必然である。OEDはユーモアを交えて以下のように説明している。

As the traditional association of lady with lord still survives, the former is a title of 

ostensibly higher dignity than gentleman. Hence, and not directly as the result of 

the sentiment of gallantry, the customary order of words in ＇ladies and gentle-

men＇.（s. v. lady, ₄）

　問題はむしろ，ladyを階級が異なる gentlemanと併記したところにある。男性
優位の考え方が生み出した産物が現代英語では階級差に纏わる原義を失い，所謂レ
ディーファーストの代名詞となっているのは歴史の皮肉である。

₃．結　　　論

　小論では，言葉の表層に表れている性差に関連する語句と，言葉に明示されずに
底流する性差の実態を観察してきた。性差別的とされる表現については PCの旗印
の下，性差のない表現に改める方向に進んで来てはいるが，それでもまだ男性中心
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的な観点が，明示的であれ暗示的であれ，依然として支配的である。英語そのもの
が性差別的な言語であるかというとそうではなく，英語使用者の考え方やものの見
方が言葉に反映されていると見た方が妥当である。歴史を振り返ってみると，英国
社会と英語を形づくってきた人たちの中心は男性であった。アングロサクソン時代
は，英雄詩 Beowulfや The Battle of Maldonに代表されるように男性中心的な時代
であった（Hughes ₃₈）。中世以降も家父長制（patriarchy）を基盤とした社会の中で，
中心的な役割を果たしたのは男性であった。政治，行政の分野で記録を残してきた
のも，教会を取り仕切ってきたのも，聖書をはじめとする宗教関連の書物や冊子を
残してきたのも男性であった。文学作品についても四大詩人に代表されるように，
主要な作品を残してきたのは男性であり，Jane Austenなど文学史上に残る女性作
家が活躍し始めたのはようやく近代後期になってからである。このように，言葉を
つくってきたのは男性であったが，更に₁₈世紀には理性と秩序を重んじる時代風潮
に呼応するように規範文法が規定された。anyoneや everyoneのような性差のない
語は男性形の heで受けることが正しい用法とされ，男性中心的な考え方が英語に
刻印された。その後も文法家の大半が男性であったため，この傾向は現在まで続い
ている（Baugh & Cable ₃₃₈）。男性に偏向した用法は₁₉₈₀年代以降修正されてきた
が，長い年月をかけて地層のように堆積してきた偏りを正すのは容易ではない。
　言葉は生きているため男性形に対する抵抗感も語によって異なり，一律に改める
ことはできない。例えば，policemanは -manを含むため，女性警察官に対して使
うことを躊躇する人は多いと思われるが，freshmanに対する抵抗感は遥かに少な
いようである。COCAによると freshman の頻度₁₂,₃₃₅例に対し，first-year student

は₃₃₂例に過ぎない（複数形を含む）。COHAによれば，freshmanは₁₉₉₀年代の₃₆₀
例から₂₀₀₀年代の₅₈₈例に増加しているが，first-year studentは同時期にそれぞれ
₄ 例と₁₂例しか見られない。一方，誤解に基づく変更も行われた。womanは女性
であるのに -manを含んでいるため wimminや womynのような形も考案されたが，
womanは元来 wifman「女の人」という意味であって -manは「男性」ではなかった。
同様の変更は herstoryという造語にも当てはまる。historyはラテン語の historia

（＇narrative of past events＇: OED）に遡り，人称代名詞とは全く関係がない。更に，
actor/actressのように簡単には解決しないと思われる問題を抱えている語もある。
Baugh & Cableは，actressが他の -ess語よりも生命力がある理由として，アカデミー
賞が男女それぞれに授与されている点を挙げている（₃₃₉）。女優の中には actress

を避け actorの呼称を好む人もいるため actressの使用頻度は低下し，いずれは廃
用に向かうとも考えられるが，Academy Award for Best Actressが Academy Award 

for Best Actorに統一されれば，受賞者は男女合わせて一人となってしまう。actress

が持つ価値が actorより低いとしても，Academy Award for Best Actressの廃止を
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望む俳優は男女共に少ないと思われる。
　言葉の修正に向けた二つ目の問題点は，前節で論じたように性差が明示されない
表現である。言葉は幼少期には特に意識することもなく習得されるため，性差に偏
りのある表現には気づきにくい。仮に気づいたとしても，長い歴史の中で幾重にも
重なった古層を形成する言葉を変えるのは容易ではない。例えば，女性形のみに見
られた否定的な意味を取り除いたり，husband and wifeのように固定した語順を変
えたりすることは，語感に関わるだけに容易ではない。
　三つ目の問題点は，男女平等を求める努力が男性の基準に合わせる努力にすり替
わってしまう可能性である。例えば，米国の映画界では男優の方が社会的評価が高
く，それに比例して報酬も高い。この現実が投影された actorを actressよりも好む
女優は，男性の基準を標準的な価値として追い求めることになる。congressmanを
好む女性も同様である。女性が男性と同じ権利を求め，同じ立場に立つという意味
で平等を求めるのであれば，本来の目的から逸脱してしまう危険性を孕んでいる。
言葉は社会の変化や人の考え方を反映するため，性差に関する表現は男女の平等に
関する議論が今後どのように展開するのかという問題と深く関わりながら変化する
と考えられる。性差別のない言葉を推進する主唱者は主にフェミニストであるが，
挑発的な方法も含めた戦略で男性中心の英語を阻止しようとする立場，女性中心の
言葉づくりを重視する立場，そして言葉の平等を求めて代替表現をつくる立場があ
るように，彼女たちの戦略は一様ではない。三つ目の立場が優勢になりつつあるが
（Pauwels ₅₆₂），男性は女性よりも男性優位の表現を性差別的とは受け取らない傾
向がある中（Holmes & Wilson ₃₅₅），そして既得権益を失うことになる男性の抵抗
が考えられる中，立場の異なる男性と女性が平等な社会の実現に向けて描く展望が，
言葉の変化の行方を大きく左右すると思われる。
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